
扌2020年3月20日、スポーツ健康都市宣言式

⬆健診会場での啓発の様子 ⬆「UMAMI SANJO」ロゴマークを用いた
スーパーでの減塩惣菜販売の様子

⬆事業の主な成果

脳血管疾患の死亡率（人口10万対の5年間平均）
【目標（令和5年まで）：139.1以下】
144.6（H24～28）➡141.1（H25～29）➡137.5（H26～30）
➡134.1（H27～R1）

高血圧有病率（140/90ｍｍHg以上の割合）
【目標（令和5年まで）：20％以下】
24.2%（H29）➡25.2%（H30）➡23.8%（R1）➡25.6%（R2）

食塩摂取の過多につながりやすい食生活チェックで
平成27年度に比べて下がっていた項目数【令和2年度】
11項目中8項目（食事は満腹まで食べる、麺類の汁を1/3以上
飲む等）

適塩パンフレットの配布数
3,231枚（H29）➡2,052枚（H30）➡6,171枚（R1）➡5,137枚（R2）

こっそり減塩作戦への協力店
1店舗（H29）➡3店舗（H30）➡4店舗（R1）➡3店舗（R2）➡8店舗（R3）

スマートミール登録店舗の増加
7店舗（H30）➡10店舗（R1）➡10店舗（R2）➡13店舗（R3）

スマートミール認証メニューの増加
7件（H30）➡12件（R1）➡14件（R2）➡17件（R3）
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　優先度の高い健康課題（高血圧症）とそのリスク要因（食塩摂取量の多さ）を明らかにし、さらに大学と連携して、その原因
となる食行動（満腹まで食べる、外食を週2回以上など）を確認した上で、地元スーパーマーケットや飲食店と連携した減塩
の食環境整備を進めた事例です。もともと市が認証していた「地産地消推進店」の中で希望のある店舗に対し、市と地元栄養
士会がスマートミール認証応募を支援して、スマートミールの認証店舗と商品を着実に増やしています。減塩対策の効果的
な手法は、消費者の意識を変え行動変容を促す教育的支援以上に、消費者が選択する商品の食塩量を低減する方法であるこ
とは、世界中の研究結果から明らかになっています。三条市では、市民への普及啓発と、惣菜やお弁当など商品のこっそり
減塩を連動させて進めており、地域における減塩の取組として効果が期待されます。

評価委員による講評：武見 ゆかり

　東松島市は、東日本大震災での津波被害が最も大きかった自治体の一つで、全住宅の70％を超える約1万1,000棟が全半
壊しました。このような中で市は、スポーツ施設の発展的復旧に取り組み、令和2年には、すべての市民が生涯にわたり、身
近にスポーツを楽しみ、愛し、親しみ、交流の輪を広げ、笑顔あふれる健康で元気なまちを目指す、「スポーツ健康都市」を宣
言するまでに至っています。現在は、コバルトーレ女川、東北楽天ゴールデンイーグルスなどと、スポーツの楽しさや魅力
の発信に、官民一体となって取り組んでいます。さらには、生産者・企業・事業者・教育機関等と協働し、健康的な食事や健康
情報に自然と触れられる環境整備に取り組んでいる点も、大変に素晴らしい活動です。今後も一層に、市民の健康寿命の延
伸を推進し、持続可能な都市づくりの実現を目指していただきたいと思います。

評価委員による講評：斎藤 敏一

減塩をテーマにしたポピュレーションアプローチ健康＆元気＆笑顔に暮らせるまちを目指して

　東日本大震災で1,100人以上の尊い命が失われ、約1万1,000世帯（市内全世
帯の約70％）が住宅の流失等半壊以上の被害を受けた東松島市。集団移転の元
地に市民がスポーツを楽しめる環境を再整備。東京2020オリンピックの聖火
が日本で初めて到着したことを記念し、笑顔あふれる健康で元気なまちを目指
す「スポーツ健康都市宣言」を制定。さらに、東松島市健康21計画（第2次）及び、
第2期・第3期東松島市食育推進計画を策定し、健康づくりを推進。

　三条市において、脳血管疾患は死亡原因の第4位で、
人口10万対死亡率は国・県よりも高く、高血圧症と併
せて健康課題となっている。さらに、それらを引き起
こす一因となる食塩摂取量も一日の目標量に比べて
高い状況であった。これまでの市の生活習慣病予防
事業はハイリスクアプローチが中心だったが、健康リ
スクや健康への関心がなくても自然と健康になれるス
マートウエルネスの取組も必要と考え、減塩をテーマ
とした事業を平成29年から展開している。

背景・概要 背景・概要

●市民のためのスポーツ環境づくり　集団移転の元地にスポーツ施設などを復旧し、市民が気軽にスポーツを楽しめる環
境を再整備。健康ポイント制度と連動した取組、地域資源を活用したウォーキングコースの策定、ウォーキングマップの
作成・配布なども実施したことで、市民にスポーツ・健康の機運が醸成された。2021年7月にはサッカークラブチーム、同
年10月にはプロ野球チームとのパートナーシップ協定を締結するなど、多くの関係者を巻き込むことで波及効果を強化。
●健康に資する食環境整備　生産者・企業・事業者・教育機関などと協働し、市民が健康を意識しなくても健康的な食事や健
康情報に自然と触れられる環境を整備。地域の食材を活かしたスマートミールの開発支援、ヘルシーレシピ・市オリジナル
食育アプリ・健康づくり啓発動画の配信、ライフステージに応じた健康な食事を学ぶテキストの作成・配布などを実施。

取組内容

●減塩の意識啓発と食環境整備　減塩に対するリテラシーの向上
を図るための「意識啓発」と、意識しなくても自然と減塩し、“健幸”
になる行動をとってしまう「食環境整備」の2本立てで実施。意識
啓発の取組では、適塩パンフレットで市の保健事業や外出先での
啓発活動に注力。食環境整備では、市内の地産地消推進店と連携
し、スマートミールの提供や「減塩」と表示しない減塩惣菜を販売
する「こっそり減塩作戦」を推進。

取組内容

●成果と課題が明らかに　平成27年と平成30年の比較で、男性の平均寿命は80.00年➡80.91年、健康寿命は78.59年➡
79.69年とわずかに伸び、「不健康である期間」は1.41年➡1.22年と短縮。女性の平均寿命は87.72年➡86.97年、健康寿命
は84.71年➡84.10年とわずかに短くなったが、「不健康である期間」は3.01年➡2.86年と短縮。平成25年度と平成30年度
の比較で、男性の高血圧有所見者は64.7％➡55.0％に減少したが、メタボ該当・予備群者の割合は48.2％➡47.6％とほぼ
横ばい。女性の高血圧有所見者は51.2％➡44.3％と減少したが、メタボ該当・予備群者の割合は14.8％➡17.5％と増加。生
活習慣改善状況は、主食・主菜・副菜を揃えて食べる人の割合が平成25年と令和元年の比較で、56.0％➡64.3％と増加。成
果と課題の両方が明らかにすることができた。
●若年世代も参加　令和2年度は、スポーツ振興事業にのべ5,647人、健康づくり・食育事業にのべ3,619人が参加。動画サ
イト「イートくんチャンネル」などの再生回数は累計7,498回、レシピサイト「ヒガマツ大学食育学部公式キッチン」のアクセ
ス数は累計157万回、オリジナル食育アプリのダウンロード数は累計269回。若年世代を含む、多くの市民参加により、住
み続けられ持続発展する東松島市の実現に寄与することができた。

成 果

●地道な啓発活動により脳血管疾患の死亡率が低下　高血圧の有
病率の低下にはまだつながっていないものの、脳血管疾患の死亡
率（人口10万人対の5年間平均）は徐々に低下。また、市民を対象
としたアンケートから、食塩摂取の過多につながりやすい食習慣
の改善傾向が明らかになった。食環境整備においては、令和3年度
は「こっそり減塩作戦」の協力店舗、スマートミールの登録店舗数
が増加し、健康意識のある人もない人も健康な食事を選びやすく
なったほか、協力する企業側の減塩意識向上にもつながっている。

成 果

スポーツ庁長官 優秀賞

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

まちぐるみで健康をアシスト
スポーツ健康都市 東松島市

東松島市（宮城県）受賞者

取組アクション
適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

食を通じた生活習慣病予防事業

三条市（新潟県）受賞者

取組アクション
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厚生労働省 健康局長 優良賞




